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取組

「ＤＸ時代を支える創造力の育成」
ＡＩプログラミング・ＶＲモデリング

育成する生徒像・取組による効果
ＡＩのプログラミング、３Ｄコンテンツの制作、システム開発などの実践を通じて、社会課題の解決につながる新たな価値を

創造することができるようになる。

成果目標 ・大学理系学部進学率：目標値１０％ ※令和８年度 大学理系学部進学率：目標値１５％ ※令和１０年度

ＡＩのプログラミングができるようになる ＭＲで効率的、協働的にシステム開発する

ＶＲモデリングでコンテンツを創造する

数理処理や画像処理からニューラルネッ
トワークによる機械学習までのプログラミ
ングを体系的に学ぶ。ハイスペックＰＣに
より短時間での機械学習が可能となる。課
題研究では、設定した課題を解決するツー
ルの一つとしてＡＩを活用する。

美術講師によるデッサン実習でデザイン
の基盤としての観察力と表現力を身につけ
る。その上で、ＶＲゴーグルを装着して３
Ｄモデリングを行う。ＶＲ空間では直感的
な操作ができ、頭の中のイメージを短時間
で形に表現することができる。

ＶＲ上に、アルゴリズム、
コード、共有ホワイトボード
の３つのパソコン画面と、
キーボードの実映像を同時に
表示させる。思考を途切れさ
せることなく集中して効率的
にコード化ができ、また他者
と考えを共有して協働的にプ
ログラミングができる。

安全にＶＲを体験できるクリエイター室の整備

１６４ｍ2の実習室に無線ＬＡＮと端末２２台分の有線Ｌ
ＡＮを同一セグメントで整備した。ＶＲを装着した生徒が安
心して身体を動かすことができる空間が確保され、端末に表
示されるゴーグル画面を教師が確認することができる。


